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６胎便について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ無臭である。

ｂ黄色である。

ｃ大腸菌が含まれている。

ｄ胎児の肺にとって有害である。

ｅ生後３日を過ぎてから排#１される。

出産予定日の決定に有効でないのはどれか。

ａ頭殿長

ｂ推定体重

ｃ基礎体温測定

ｄ最終月経開始日

ｅ体外受納庇移植日

７１か月健診時の正常産揮経過として正しいのはどれか。

ａ赤色悪露を認める。

ｂ成乳が分泌される。

ｃ子宮は手拳大である。

ｄリビド着色を認める。

ｅ下肢に浮腫を認める。

２高齢者保健について正しいのはどれか。

ａ要支援の認定者数は横ばいである。

ｂ介護保険には国民全員が加入する。

ｃ要介誰の認定には認知機能障害は重要である。

ｄ要介護となる原因で最も多いのはうつである。

ｅ介護保険財政は全て保険料でまかなわれている。

８地域包括支援センターについて正しいのはどれか。

ａ都道府県毎に設置される。

ｂ児童虐待の通報先の一つである。

ｃ地域保卿健法によって規定されている。

ｄセンター長には医師を充てる。

ｅ主任介護支援専門員の配置が義務付けられている。

３Ｘ染色‘体連鎖劣性遺伝病でないのはどれかＣ

ａ血友病B

bLesch-Nyhan症候群

c21-hydroxylase欠損症

．副腎白質ジストロフイー

eBecker型筋ジストロフィ一

９消化性潰傷治療薬のなかで子宮収縮作用があるため妊婦には投与禁忌の薬剤はどれか。

ａ抗コリン薬

ｂ酸化マグネシウム

ｃドーパミンＤ２阻害薬

ｄプロトンポンプ阻害薬

ｅプロスタグランジン製剤

４出生直後の正常新生児所見はどれか。

ａ黄色便

ｂ体温37.3℃

ｃ心拍数６０回／分

。呼吸回数１２回／分

ｅ最高血圧ｌ２０ｍｍＨｇ

１０心音図においてＩ音の減弱が認められる疾患はどれか。

ａ甲状腺機能冗進症

ｂ僧帽弁閉鎖不全症

ｃ三尖弁狭窄症

ｄ脚気

ｅ貧血

５各耽種と役割との組合せで正しいのはどれか。２つ選べ。

雌指導

『

歯科医師

作業療法

保健師

薬剤師

看謹師

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ

処方美の交付

診断書の交付

死亡診断書の交付

治療体操などの運動療法士

－２０２－２－－２０２－１－



甲状腺ホルモン
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１１ワルファリンを服用する脳塞栓症患者に、制限する必要がない食物はどれかＣ

ａ納豆

b青汁

ｃほうれん草

．ブロッコリー

eグレープフルーツ

１６下血を主訴に来院した場合、

ａ内痔核

ｂ直腸癌

ｃ結腸憩室症

ｄ潰傷性大腸炎

ｅ過敏性腸症候群

鑑別診断として誤っているのはどれか。

１７学校医の耽務で正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ定期予防接種

ｂ養護教諭の任命

ｃ虐待児童の保誰隔離

ｄ疾病予防処置と保健指導

ｅ児童・生徒の定期･健康診断

１２直接および間接クームス試験の両方に必要なのはどれか。

ａ患者の血清

ｂ患者の赤血球

ｃ健常者の血清

ｄ健常者の赤血球

ｅ抗免疫グロブリン抗体

１８受精・着床について正しいのはどれか。

ａ受精は子宮内腔で行われる。

ｂ着床は桑実旺期に行われる。

ｃ受精から着床まで約２週間を要する。

ｄ着床部位は子宮内膜の級密層である。

ｅ射精された精子の活性時間は約１２時間である。

１３潜在性結核感染症について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａＢＣＧ接種の対象である。

ｂ標準的抗結核薬４剤による治療を行う。

ｃ結核の感染源となるので隔離が必要である。

ｄ治療の際には感染症法による２類感染症として届出を行う必要がある。

ｅ結核接触者検診において、クォンテイフェロン⑰（インターフェロンγ放出試験）検査で判

断する。

１９わが国の国民医療費で正しいのはどれか。

ａ年間５０兆円を超える。

b国民健康保険で給付される｡

ｃ介護保険の饗用も含まれる。

ｄ公費負担は５０％以下である。

ｅ対ＧＤＰ比はＯＥＣＤ諸国の中で上位にある。

１４ホルモンとその過剰症状の組合せで誤っているのはどれか。

△

･高血圧

･乳汁漏出

歌部組織の肥大

脈

血糖

『

ａ
‐
，
Ｃ
ｄ
ｅ

』､

低インスリン

１５高カルシウム血症となるのはどれか。２つ選べ。

ａ慢性腎不全

ｂビタミンＤ中 毒

ｃクッシング症候群

ｄ甲状腺機能低下症

ｅ副甲状腺機能元進症

コルチゾール

プロラクチン

成長ホルモン

－２０２－３－ －２０２４－

２０眼嵩ふきぬけ骨折で見られないのはどれか。２つ選べ。

ａ眼球突出

ｂ眼球陥凹

ｃ岐合不全

．開口障害

ｅ知覚障害



２３麻酔導入時、自発呼吸消失後に気道確保が困難に陥った場合の処置として適切なのはどれか。

ａ気管支拡張薬の投与

ｂ気管支鏡検査

ｃ気管切開

．胸腔ドレナージ

ｅ経皮的心肺補助装置（PCPS）装着

Ｆ
Ｌ

2011(H23)年度6年生総合試験問題

２６癌搾を伴うデルマドロームはどれか。

aEhlers-Danlos症候群

bLeser-Trelat症候群

cRamsay-Hunt症候群

dStevens-Johnson症候群

eSturge-Weber症候群

２１開放創が１ｃｍ以下の汚染が少ない開放性骨折の治療で誤っているのはどれか。

ａ抗ＭＲＳＡ薬を投与する。

ｂ破傷風トキソイドを筋注する。

ｃ大量の生理食塩水で洗浄する。

ｄ受傷後６時間以内に創の処置をおこなう。

ｅデブリドマンを行い、骨折部を内固定する。

２７反回神経について誤っているのはどれか。

ａ喉頭の運動を司る。

bGalenの吻合を作る。

ｃ右側は左側より長い。

ｄ迷走神経の分枝である。

ｅ気管と食道の間を上行する。

２２騒音性難聴について正しいのはどれか。３つ選べ。

ａ伝音性難聴である。

ｂＬＯＯＯＨｚ付近の聴力低下で始まる。

ｃ職場における予防は産業医の職務である。

ｄ聴力検査は職場の健康診断項目に含まれる。

ｅ予防を目的として許容基準が設けられている。

「

Ｆ
凶

２８診断した場合、直ちに届け出なければならないのはどれか。

ａ麻疹

ｂ後天性免疫不全症候群（AIDS）

ｃ梅毒

．腸管出血性大腸菌感染症

ｅ破傷風

２９腎孟、尿管について正しいのはどれか。

ａ腎孟粘膜は房平上皮である。

ｂ腎孟壁は蛎動迎励をしない。

ｃ成人の尿管長は40～５０ｃｍである。

ｄ尿管は総腸骨動静脈の腹側を走行する。

ｅ勝耽壁内尿管は11割光壁に対し垂直に走行する。

２４放射線による晩期障害はどれか。２つ選べ。

ａ下痢

ｂ発がん

ｃ白内障

ｄ白血球減少

ｅ放射線宿酔

３０緑内障の早期診断に有用な検査はどれか。２つ選べ。

ａ眼底検査

ｂ視野 検 査

ｃ色覚検査

ｄ調節検査

ｅ眼位検査

２５正しいのはどれか。

ａうつ病では心気妄想が多い。

bWemicke脳症では作話が多い。

ｃ強迫性障害では作為体験が多い。

ｄ統合失調症では思考制止が多い。

eAlzheimer型認知症では滞続言語が多い。

－２０２－５－ －２０２－６－



Measlesvlrus

『
2011(H23)年度6年生総合試験問題

原発性免疫不全症候群と易感染性病原微生物の組合せで正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ慢性肉芽腫症Cytomegalovirus

bDiGeorge症候群必co6ac蛇γzz"刀I〃ぬg7cz‘josjs

cWiskott-Aldrich症候群Ｓｔγ”ｵＯＣＣ“"s”92”0"zae

dChediak-Higashi症候群Ｐ"gz”oCys雄ﾉﾉγ”gc〃

3６３１正しいのはどれか。

ａ胸膜頂とは壁側胸膜の左右外側端である。

ｂ胸膜腔とは胸郭によって囲まれる空間である。

ｃ胸膜洞とは肋骨横隔洞と肋骨縦隔洞のことである。

ｄ縦隔とは左右の肋骨に囲まれた空間である。

ｅ肺間膜とは肺門の上部に伸びる胸膜のヒダである。

ａ慢性肉芽腫症

bDiGeorge症候群

cWiskott-Aldrich症候群一

dChediak-Higashi症候群一

ｅＸ連鎖無ガンマグロブリン血症

３８妊婦への投与が禁忌であるものはどれか。

ａアセトアミノフェン

ｂアンジオテンシン変換酵素阻害薬

ｃイソ ニ ア ジ ド

．セファロスポリン

ｅ ヒ ドララジン

３２レーン分泌部位について正しいのはどれか。

ａ脳下垂体前菜細胞

ｂ脳下垂体後葉細胞

ｃ傍糸球体細胞

ｄ副腎髄質細胞

ｅ副腎皮質細胞

－２０２－７－

介護老人福祉施設は老人福祉法による特別韮護老人ホームに相当する。

健康日本２１において６５歳以上の高齢者の自殺者数の抑制目標が挙げられている。

－２０２－８－

「
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３７わが国の最近の統計データとして正しいのはどれか。２つ選べＣ

ａ年間の死亡数は約１５０万人である。

ｂ総再生産率は１．３である。

ｃ出生率は８６（人口千対）である。

ｄ離婚率は約５（人口千対）である。

ｅ悪性新生物の死亡総数割合は約３０％である。

4O正しいのはどれか。

ａがん登録は地域保健法に規定されている。

b日常生活動作のひとつに汗ばむ程度の運動がある。

ｃ介護老人保健施設は施設数としては充足している。

ｄ介護老人福祉施設は老人福祉法による特別韮護老ノ

ｅ′健康日本２１において６５歳以上の高齢者の自殺者謝

３５常染色体性優性遺伝病の特徴はどれか。

ａ主に男性に発症する。

ｂ患者の息子は患者とならない。

ｃ通常、患者の両親は非患者である。

ｄいずれの性を介しても伝達されうる。

ｅ非患者である親の血族結婚は発症率を増加させる。

３３誤っているのはどれか。

a輔神科デイケアは外来医療として行われる｡

ｂ箱神科疾患による入院の平均在院日数は１年を超えている。

ｃ医療保護入院には１人の精神保健指定医の診察が必要である。

ｄ梢神科疾患の外来受療率で最も高いのは気分（感情）障害である。

ｅｌか月に100時間以上の時間外労働を行なった労働者に産業医は面接指導を行う。

３９死斑が緑色を呈す可能性の高い中毒物質はどれか。

ａ覚醒剤

ｂ有機リン

ｃ硫化水素

ｄ一酸化炭素

ｅ青酸化合物

３４コレステロールから生合成されないのはどれか。

ａ胆汁酸

ｂビタミンＤ

Ｃ ア ル ド ス テ ロン

． エ イ コ サ ノ イド

ｅグルココルチコイド



４５５６歳の男性。糖尿病、高血圧にて内服加療中。顔貌の変化、舌の巨大化を指摘されて紹介となっ

た。以前と比べて、靴のサイズが大きくなったのを自覚している。

この症例の診断に必要な血液検査はどれか。２つ選べ。

ａＨｂＡｌｃ

ｂ成長ホ ル モ ン

ｃコルチ ゾ ー ル

．カテコ ラ ミ ン

ｅソマト メ ジ ン Ｃ

《
匙
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４４７２歳の女性。ここ数週間で５kg以上の体重増加があり、全身倦怠感、易疲労感と労作時の息切

れを主訴に来院した。受診時の脈拍152/分、不整。血圧180/ｌＯＯｍｍＨｇｏ経皮的動脈血酸素飽和

度（SpO2）８２％（roomair)、下肢の浮腫が認められた。胸部エックス線写真を示す。

この患者に予想される所見はどれか。２つ選べ。

４１わが国の癌統計について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ全癌による死亡のうち胃癌による死亡は１／３を占める。

ｂ乳癌は年々増加し最近の粗死亡率は欧米並みとなった。

ｃ男性の部位別癌死亡は肺癌がもっとも多い。

ｄ子宮癌の年齢調整死亡率は減少傾向にある◎

ｅ癌による死亡数は全死亡数の約２０％である。

。

ａ重症貧血

ｂ副甲状腺ホルモン値の低下

ｃ腹部エコー検査にて肝腫大・腹水

ｄ下腿前腔骨部に圧根を残さない浮腫

ｅ胸部造影ＣＴ検査にて肺動脈に血栓閉塞像

配可燕ＩＦ,ＳＩＴ

丁 ' 串 ＝ 唾 - .

嬢卜盤lヘf､､
可ﾛ吃

睡

頴零貢
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痘４２隅角を表す部位はどこか。

ａ角膜輪部後而と虹彩周辺部との間

ｂ虹彩周辺部と毛様体突起部との間

ｃ虹彩瞳孔部と水晶体前面との間

ｄ水晶体後面と前部硝子体との間

ｅ後部硝子体と網膜表面との間

⑪

園

４３６７歳の女性。高血圧と糖尿病で治療中である。昨晩夕食を摂食後、午後９時すぎより突然腹

痛と下痢が出現した。顔面蒼白で冷汗も認めた。その後も下痢が持続し、明け方より血便となっ

たため来院した。体温37.1℃･脈拍８４/分、整。血圧152/８８mmHg・腹部の触診で左下腹部に

圧痛を認めた。血液学所見：赤血球326万、Ｈｂｌｌ２ｇ/dJ、白血球9,400．血液生化学所見：ＣＲＰ

２．０３ｍｇ/dJ、ＣＥＡ２．６，９/ｍノ（基準値５以下)。下行結腸の内視鏡写真を示す。

胸部エックス線写真

『

Ｆ
凶
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診断はどれか。

ａ大腸癌

ｂ腸結核

ｃクローン病

ｄ潰傷性大腸炎

ｅ席血性大腸炎

■

ｆ・
■

ａ

■;１１

－２０２－９－ －２０２－１０－
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下行結腸の内視鏡写真
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４６６９歳の女性。多関節痛を主訴に来院した。１年前に関節リウマチを発症し、６か月前より副腎皮

質ステロイド薬とメトトレキサー卜を内服しているが、圧痛関節数は１０、腫脹関節数は６である。

口腔粘膜に異常を認めない。ＣＲＰ５６ｍｇ/ｄｊ、血中β－，グルカン陰性。胸部ＣＴにて右上肺野に石

灰化を伴う５ｍｍ大の結節を認めた。ツベルクリン反応陽性１十．４週間後にＴＮＦ阻害薬を開始

する予定とした。

この患者への対応として適切なのはどれか。

ａアムホテリシンＢの吟鰍

ｂイソニアジドの内服

ｃぺﾝﾀﾐジﾝの点滴静注

．オセルタミピルの予防内服

ｅセフェム系抗菌薬内服

４８１９歳の初産婦。４～５か月前から月経がなく、妊娠には気付いていたが、いずれの医療機関も

受診していない。下腹痛を認め、救急車で来院した。

妊娠週数の決定に、もっとも有用な所見はどれか。

ａ①

ｂ②

ｃ③

ｄ④

ｅ⑤
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４７生後１０日の新生児。胎児期より成長障害、心奇形、手指の変形を指摘されていた。出生後の児

は、口唇口蓋裂、小額症、overlappingEnger、rocker-bottomfeetなどの奇形が見られ、心臓超

音波検査で心内膜症欠損症と診断され、加療中である。両親の了解を得て染色体検査を実施した。

２０個中２０個の細胞すべてに図に示すような核型を認めた。

親に対する説明として正しいのはどれか。

ａ「次の子が男児なら同じ病気になる可能性は約25％です」

ｂ「次の子が同じ病気になる確率は約５０％です」

ｃ「多くが１年以内に死亡する重篤な病気です」

ｄ「心臓の手術をすれば予後のいい病気です」

ｅ「男児に多い病気です」
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

４９２４歳の女性。衣服の上から熱湯がかかり右肘.関節部屈側にⅡ度深達製熱傷を受傷した（熱傷面

積５％)。

正しいのはどれか。

ａ皮膚移植術の適応は無い。

ｂ肥厚性癖痕にはなりにくい。

ｃケロイドの好発部位である。

ｄ手の知覚異常を来たしやすい。

ｅ放置すると関節拘縮を来たしやすい。

５２２４歳の女性。会社員。２週間前、高校時代から交際していた男性の浮気が発覚し、その男性と

口論になった。その翌日から、口を動かしても声が出なくなったため耳鼻科を受診するも、器質

的な異常は認めなかった。以後、筆談で相手とコミュニケーションを取るようになっていたが、

本日、その男性と過ごしているときに突然倒れ､手足をバタバタと震わせたため救急車を要請した。

搬送先の病院で頭部ＣＴや脳波などの検査を受けたが異常所見を認めなかった。

疑われる症状はどれか。

ａ幻覚

ｂ健忘

ｃ離人症状

ｄ転換症状

ｅパニック発作５０６２歳の男性。突然の頭痛と右手足の脱力を主訴に救急車で搬送された。搬送時の意識状態は

ＪＣＳ1-2.脈拍88/分｡血圧210/９０ｍｍＨｇ･神経学的には､右顔面を含む片麻蝉と補語障害を認めた。

頭部単純ＣＴでは左基底核部に脳内出血を認めた。

この患者のリハビリテーションについて正しいのはどれか。

ａ到達目標は医師が決定する。

ｂ障害が固定した後は必要ない。

ｃ生活の質の向上は目的にならない。

ｄ意識障害がある急'性期にも対象になる。

ｅ血圧上昇はリハビリテーションの妨げにはならない。

５３６５歳の男性｡血便を主訴に来院した。１か月前から便に少量の血液が付着するのを自覚していた。

腹部は平坦、軟で、圧痛はなし。

血液所見：赤血球435万、Ｈｂｌ２８ｇ/dJ･血液生化学所見：総蛋白７．０９/dJ、ＡＳＴ２６１Ｕ/j、

ＡＬＴ３０１Ｕ/ﾉ、ＬＤＨ２７６１Ｕ/ノ（基準176～353)。免疫学的所見：ＣＲＰＯｌｍｇ/dﾉ、

ＣＥＡ２５ｎｇ/ｍノ（基準５以下)。下部消化管内視鏡写真を示す。

治療として適切なのはどれか。

ａ開腹手術

ｂ経過観察

ｃ放射線治療

ｄ内視鏡的摘除

ｅ抗癌化 学 療 法

『

Ｆ
醤
、

既往歴に高血圧がある。来院時胸部造影ＣＴ５１６０歳の女‘性。突然の胸背部痛を主訴に来院した。

を示す。

合併する病態として、考えにくいのはどれか。

ａ対麻淳

ｂ腸管虚血

ｃ急性腎不全

．下肢急件廃巾

ｅ大動脈弁閉鎖不全
下部消化管内視鏡写真

喝

憩
狩

５４１４歳の女子。学校の健康診断で脊柱の変形を指摘されて受診した。単純エックス線検査の結果、

特発性側沓症と診断された。

この患者に見られない身体所見はどれか。２つ選べ。

ａ屯背

ｂ肋骨隆起

ｃ肩甲骨･高位

ｄ下肢深部膳反射の元進

ｅウエストラインの非対称

－２０２１４－

胸部造影ＣＴ

一 一一一
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

次の文を読み、５６～５８の問いに答えよ。

５７歳の男性。動惇を主訴に来院した。

現病歴：近医で心室性期外収縮について精査を受けたが､治療不要と判断され経過観察されていた。

本１１夕方より、全身倦怠感を伴う動’|季を自覚して近医を受診。１２誘導心電図ではwide

QRStachycardiaが認められた。意識は清明で、血行動態の破綻はなかった。リドカイン、

ジソピラマイドを投与するも停止せず、ＤＣｌＯＯＪで洞調律へ復帰後、精査加療目的で当科

へ紹介された。

既往歴：尿管結石

家族歴：姉が突然死

入院時身体所見・一般血液検査：特記事項なし。

不整脈発作時および洞調律復帰後の１２誘導心電図（①、②)、心エコー図（③、④）を示す。

５５４７歳の男性。意識障害のため搬送された。

現病歴：４日前から右頭頂部の拍動性頭痛が出現。２日前に、近医で頭部ＣＴを受けたが異常所

見は指摘されなかった。しかし頭痛は持続していた。本日午前５時45分頃、口から泡

を吹いていびき様の呼吸をしているのを妻に発見された。呼びかけても反応がないた

め、救急車で搬送され、午前６時22分当院に到着した。

既往歴：特記すべきことはない。

現症：身長162ｃｍ、体重５６ｋｇ・体温358℃・脈拍１１２/分、整。血圧130/９０ｍｍＨｇ・心肺

腹部異常なし。意識は傾眠、病態失認と左半側身体失認を認める。瞳孔は左右同大、

対光反射は迅速。眼底異常なし。眼球は右へ共同偏椅し、左同名半盲を認める。顔面

を含む左弛緩性片麻陣を認め、左Babmski反射は陽性。髄膜刺激徴候は陰性。感覚系

は評価不能。尿失禁を認める。左顔面から始まり全身に広がる間代発作を認める。来

院時の頭部ＣＴを示す。

５６心電図所見について正しいのはどれか。

ａ発作時の心電図は右脚ブロック型の心室頻拍である。

ｂ非発作時の心電図でイプシロン波を認める。

ｃ非発作時の心電図は左脚ブロック型である。

ｄ非発作時の心電図では右軸偏位を認める。

ｅ発作時の心電図は卜室』性頻拍である。

－２０２－１６－

５７心エコー所見について正しいのはどれか。

ａ左室の拡大を認める。

ｂ右室の拡大を認める。

ｃ左室の壁運動低下を認める。

ｄ左心房の拡大を認める。

ｅ特に異常所見を認めない。頭部ＣＴ

確定診断に必要な検査はどれか。２つ選べ。

ａ遺伝子検査

ｂ筋生検

ｃ脳生検

ｄ筋電図

ｅ脳波

５８正しいのはどれか。

ａ心臓の形態異常は伴わない。

ｂ診断に心筋生検が有用である。

ｃ左心不全を合併することが多い。

ｄ多くは遺伝性（家族性）発症である。

ｅ植込み型除細動器では予後を改善できない。

－２０２－１５－



心エコー図（④）

『
2011(H23)年度6年生総合試験問題

次の文を読み、５９～６１の問いに答えよ

７５歳の男性。３か月前からの物忘れを主訴に来院した。

現病歴：妻と２人暮らし。元々性格は穏やかで年金などの手続きも自分で行っていた。３か月くら

い前から、何度も同じ事を聞いたり、幻視が出現するようになった。

既往歴：６０歳時から高血圧で降庄剤を服用している。

生活歴：飲酒は毎晩日本酒を２合。喫煙歴は40本／日だったが５年前から禁煙している。

現症：血圧140/７２ｍｍＨｇ・質問の応答は悪く、小さな音でも大きく反応する。壁に虫が見える

といった幻覚がある。上肢には軽度の固縮を認め、歩行はふらつき歩行である。深部腿反

射は四肢で冗進している｡

検査所見：血液所見:赤血球465万、Ｈｂ１３．８９/dﾉ、白血球7,200、血小板２８万。血液生化学所見：

血糖１０５ｍｇ/dﾉ､総タンパク６．０９/dj､ＡＳＴ２５１Ｕ/J,ALT301U/ｊ､Ｎａｌ３７ｍＥｑ/ﾉ､Ｋ４０

ｍＥｑ/Ｉ、Ｃｌ９８ｍＥｑ/Jｏ脳波を別に示す。

『
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

次の文を読み、６２～６４の問いに答えよ。

７６歳の男性。血痕と呼吸困雌を主訴に来院した。

現病歴：２週前から全身倦怠感と３８℃台の発熱が出現した。２日前より血疲を認め、労作時の息

切れを自覚した。本日は安静時にも著明な息苦しさを感じて動けなくなったため、家族が

救急車を要請した。

既往歴：特記すべきことはない。

生活歴：喫煙歴はない。飲酒は機会飲酒。

家族歴：特記すべきことはない。

現症：意識は清明。身長165ｃｍ、体重５７kg・体温37.5℃･呼吸数32/分。脈拍124/分、整。血

圧152/88mmHg・心音と呼吸音とに異常を認めない。下腿に浮腫を認めない。経皮的動

脈血酸素飽和度くSpO2〉８２％

検査所見：尿所見：蛋白１＋、潜血２＋、糖（一)、順粒円柱十、赤血球円柱十。血液所見：赤血球

296万､Ｈｂ８６ｇ/dﾉ､Ｈt２８％､白血球15,900（好中球85.5％､好酸球１．３％､リンパ球7.4％、

単球5.5％、‘好塩基球0.3％)、血小板33万。血液生化学所見：総蛋白７．２９/dJ、アルブ

ミン３．１９/dﾉ、尿素窒素１６ｍｇ/dlI、クレアチニン1.1ｍｇ/dZ、ＬＤＨ217単位（基準119～

229)､CPK52単位（基準坐～170)､CRP10.3ｍｇ/dJ､抗好中球細胞質抗体（MPO-ANCA）

136単位（基準20未満)､KL-6330単位（基準500未満)､抗基底膜抗体陰性。胸部エッ

クス線写真と胸部ＣＴ写真とを示す。

５９脳波の所見で正しいのはどれかＣ

ａ三相波

bHyps虹rhythmia

c高振幅律動性徐波

ｄ周期性同期性放電

ｅ広範性j陳徐波複合

６０この疾患について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ家族性の発症はない。

ｂ頭部MRIでは脳の萎縮が見られる。

ｃ抗てんかん薬で治療が可能である。

dL-dopa製剤は初期には効果がある。

ｅ髄液の14.3-3蛋白が診断に有用である。

６１原因タンパク質について正しいのはどれか。

ａ脳脊髄液中には存在しない。

ｂ大脳に存在するタンパク質である。

ｃ感染'性はないので消毒の必要は無い。

ｄ診断が確定したら、隔離する必要がある。

ｅ内視鏡検査に使った道具はイソジン消毒をしておく。

亜ｆＩ１

－２０２－１９－

胸部エックス線写真

虫１
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６５経腹超音波検査で、図に示す血腫像を認め、その部分に一致した庄痛があった。

正しいのはどれか。

ａ胎児死亡は稀である。

ｂアンチトロンピン活性が上昇する。

ｃ外傷や子宮内感染が危険因子である。

ｄ播種性血管内凝固症候群の合併は稀である。

ｅ妊娠高血圧腎症に合併することは稀である。

「
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

次の文を読み、６５～６７の問いに答えよ。

２９歳の女性。１経妊０経産。妊娠32週４日、下腹痛を主訴に受診した。

現病歴：妊娠初期・中期は順調に経過していた。３２週４日、朝から下腹痛を認め、自宅で安静に

していたが、次第に増強したため、受診した。数Ⅱ前から、下腿に浮腫が出現していた。

出血や破水感はなかった。

既往歴：１０か月前に妊娠１０週で流産。

家族歴：父が糖尿病と高血圧症。

現症：意識は清明。身長１５８ｃｍ、体重６８ｋｇ･体温368℃・脈拍８２/分、整。血圧138/９０

ｍｍＨｇ・

腹部は緊張し、頻回の子宮収縮を認めていた。子宮口は１ｃｍ開大し、少量の出血を認めていた。

胎児心拍数は、ｌ６０ｂＤｍであった。

６２診断はどれか。

ａ顕微鏡的多発血管炎

ｂ全身性エリテマトーデス

ｃアレルギー性肉芽皿性血管炎

．成人Still病

eGoodpasture症候群

６３この疾患で認められないのはどれか。

ａ多発単神経炎

ｂ消化管出血

ｃ黄恒

ｄ紫斑

ｅ急速進行性糸球体腎炎

『

６４治療として適切なのはどれか。２つ選べＣ

ａ大通ガンマグロブリン

ｂ シ ク ロ ス ポ リン

ｃインターフェロン

．シクロホスフアミド

ｅ副腎皮質ステロイド薬

図
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６６正しい対応はどれか。２つ選べ。

ａ自己血貯血を行う｡

ｂ緊急帝王切開の準備を行う。

ｃMRIで子宮筋層の厚さを確認する。

ｄ塩酸リトドリンの持続点滴を行う。

ｅ持続的な胎児心拍数モニタリングを行う。

６７３０分後、経腹超音波検査で血腫像が増大し、外出血が増量した。腹部は硬く、苦悶様の表情を

呈している。入院時の血液検査では、白血球12,000、Ｈｂ７６ｇ/ｄｊ、血小板6.2×103、胎児心拍数

基線はｌ６０ｂｐｍ、基線細変動は消失している。

正しいのはどれか。

ａ子宮全摘術が必須である。

ｂ新鮮凍結血築輸血を行う。

ｃ鎮痛には、ＮＳＡＩＤが有用である。

ｄ硬膜外麻酔による帝王切開を行う。

ｅ娩出時、小児科医の立会いは不要であるｃ

－２０２－２３－
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